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○青春を彩どれ 

 １１月は文化発表会からのスタートとなりました。 

 スローガン通り、まさに「青春を彩った」素敵な一日でした。 

 生徒会による最高のオープニングを皮切りに輝くシーンの連続でした。 

 吹奏楽部の演奏では大いに盛り上がりました。 

 リアルタイムでお伝えできないことは本当に残念ですが…。 

 劇の演出には随所に工夫が施されていました。 

 放送部や学年でのムービー等、見どころ満載の発表会でした。 

 すべての学年合唱も聴かせていただきました。 

 中学生の歌声には「不思議な力」があります。 

 それは周囲を感動させる力です。 

 きっと一生懸命に練習してきたことでしょう。 

 それからエンディング後の３年ダンスは大フィーバーだった！？模様です。 

 また校舎内を埋め尽くす展示作品も素晴らしいものばかりです。 

 われらが母校の力作がズラリと並んでいます。 

 先生方のご指導と生徒諸君の努力の賜物です。 

 学校開放週間が１１月６日から１０日の日程で設定されています。 

 お時間のある方は、ぜひ観に来てください。 

 

○落ち着きを取り戻そう 

 体育大会、文化発表会という全校行事を無事に終えることができました。 

 バタバタした日が続きましたが、少し落ち着いて学校生活を送りましょう。 

 ここからは２１日より行われる期末考査に向けて「まっしぐら」です。 

 まずは時間を守って登校する。 

 掃除を頑張って環境を整える。 

 自ら気もちのよい挨拶をする。 

 身だしなみに気をつける。 

そして、日々の授業を大切にする。 

どれもこれも中学生として「あたりまえ」のことです。 

実は「あたりまえのことをあたりまえにする」ことが重要なのです。 

そのことが必ず、あなた自身の大きな力となっていきます。 

期末考査は、すぐにやってきます。 

ただちに準備を始めてください！！ 


